
 

 

 南牧村の夜空を横切る「銀河鉄道」の正体は？  

 

  

 

 ゴールデンウィークが終わった７日から９日にかけて、星降る村として知られる長野県南佐久郡

南牧村へ１年生とともに移動教室に行ってきました。南牧村の野辺山高原は、天文学者が選ぶ「日

本で一番綺麗な星空ＢＥＳＴ３」に選ばれた実績がある場所です。「国立天文台野辺山宇宙電波観

測所」があり、巨大な電波望遠鏡が設置されています。これは、この場所が「余計な電波や光が届

きにくい、観測に最適な場所」であることの証明でもあります。標高 1,000m〜1,500m という高い

場所に位置し、大気中のゴミ、水分、チリが少ないため、星の光がダイレクトに届くこと、周囲を

山に囲まれており、市街地の町明かりの影響をほとんど受けないため、空が非常に暗く、星がくっ

きりと見えます。 

 さて、そんな南牧村で到着した日の夜、不思議な光景に出会いました。夕食後に天体観測をする

ため、宿舎の敷地内のテニスコートから澄み渡る夜空を見上げていると、無数の光の点が、まるで

銀河鉄道のように一列に並んで静かに移動していくのです。飛行機でもなく、流れ星でもない、そ

の正体はなに？ 

 皆さんは、夜空に「動く星」があるのを知っていますか？その正体は、今、世界中で打ち上げら

れている「スターリンク」という人工衛星の群れでした。実は、ちょうど５月６日（日本時間の同

日夜から翌朝にかけて）に、新たなスターリンク衛星２４機が打ち上げられたばかりでした。打ち

上げ直後の衛星は、目的地である高い軌道にバラける前、一列に並んで夜空を横切ります。これを

「スターリンクトレイン」と呼びます。銀河鉄道のような不思議な光景ですが、打ち上げから数日

が経つと高度が上がり、互いの距離も離れて見えなくなっていくそうでう。目的地へ向かって並ん

で飛ぶ「衛星のトレイン」が、ちょうどこの時に日本の上空からも見えていたのです。 

 この衛星たちの役割は、私たちの生活に欠かせない「スマートフォン」の電波を届けることです。

これまでは電波が届かなかった深い山の中や海の上、そして大きな災害が起きた場所でも、この衛

星たちが空から電波を届けることで、いつでも誰とでもつながることができるようになります。現

在、地球の周りには１万基を超える人工衛星が飛んでいます。私たちの生活はどんどん便利になる

一方、天文学者の方々からは「衛星が明るすぎて遠い宇宙の観察が難しくなる」という心配の声も

上がっているようです。便利な未来を作ることと、昔から変わらない美しい夜空を守ること。その

両方をどう大切にしていくかは難しい問題です。 

今夜、少しだけ空を見上げてみてください。運が良ければ、未来を運ぶ「光の列車」に出会える

かもしれません。（六本木では難しいですかね） 
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１年生 『３日間の移動教室を通して』 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＢＳ〔CSR〕「メディアが考える情報リテラシー」講演会 

— ＳＮＳ時代を生きる中学生へ、大切な学び — 

ＴＢＳアナウンサーの蓮見孝之さん、弁護士の板原愛さんをお招きし、ＳＮＳやインターネット
と向き合う際に大切な視点についてお話しいただきました。 
講演では、情報があふれる時代だからこそ、「ＳＮＳに振り回されないこと」、「発信前に一度立ち

止まること」、そして、画面の向こうにいる相手の気持ちを想像する力の重要性が語られました。生
徒たちは、普段何気なく使っているスマートフォンやＳＮＳについて、改めて考える貴重な機会と
なりました。今回の学びが、これからの情報との付き合い方をより良いものにしてくれることを期
待しています。 
最後に、講演の中でも触れられた大切な視点として、スマートフォンを持たせた時点で、第一の

責任者は保護者であることを改めてお伝えします。学校とご家庭が連携しながら、子どもたちが安
全にスマホを使える環境づくりに引き続きご協力をお願いいたします。 

 

令和８年度 第２８回 運動会  
５月２３日（土） 午前９時００分 開会 

子ども達の頑張る姿を、ぜひ多くの保護者の皆さまにご覧いただければと思います。 

皆様のお越しを心よりお待ちしております。 

 

 

 

中学校に入って初めての宿泊行事がありました。私は、この 2 泊 3日で 

「自然と触れ合うことの楽しさ」、「友達と協力することの大切さ」に気づけました。 

「自然と触れ合うことの大切さ」は、２日目の国際自然大学校で実感しました。国際自然大学

校は動植物が多く豊かでした。初めは、虫が多く不安なところもありましたが、過ごしていくう

ちに慣れていき、虫も自然のうちと考えられました。その後の体験も楽しかったです。また、自

分の住んでいる東京には自然があまりなく、貴重な体験になりました。 

「友達と協力することの大切さ」は、２日目と３日目で学ぶことができました。２日目は、国

際自然大学校で行ったミッションで、どのようにすれば成功するのか、成功のコツなどをお互い

に工夫したり、アドバイスしたりするところで協力を感じました。自分たちで不足している部分

を補ったときも協力することの大切さを感じました。 

３日目のほうとう作りでは、おそらくみんなにとっても、自分にとっても初めて 

の経験だったからこそ、いつも以上に協力し、美味しく作れたと思っています。 

この他にも「友情の絆」や「新しい出会い」の素晴らしさを感じました。移動教室 

のスローガンにも書かれている集団行動と規範意識も常に心がけられていてよかっ 

たと思います。移動教室で深めた友情と協力の精神を忘れずに、これからの学校生 

活に活かしていきたいです。 

６月の主な行事  ※詳細は毎月配布される行事予定でご確認ください。 

４日（木） いじめ防止講演会        １２日（金） 体力調査 

８日（月）～１２日（金） 授業参観週間   ２４日（水）～２６日（金） 期末考査 

９日（火） 開校記念日           ３０日（火） 領域別診断テスト【３年】 

７日（土） 運動会           １３日（金） 標準学力調査・体力調査 

９日（月） 振替休業日         ２５日（水）～２７日（金） 期末考査 

 


